
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国（
以
下
、「
コ
ン
ゴ

民
」と
い
う
）は
ア
フ
リ
カ
大
陸
の
中
央

に
位
置
し
、
コ
ン
ゴ
共
和
国
、
中
央
ア

フ
リ
カ
共
和
国
、
南
ス
ー
ダ
ン
、
ウ
ガ

ン
ダ
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
等
９
か
国
と
国
境

を
接
す
る
国
で
す
。
ア
フ
リ
カ
大
陸
で

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
に
次
い
で
２
番
目
に
広

大
な
面
積
を
有
し（
日
本
の
約
６
倍
）、

人
口
は
ア
フ
リ
カ
大
陸
で
第
４
位
の
約

８
９
０
０
万
人1)

で
す
。
産
業
は
生
産
量

世
界
第
１
位
を
誇
る
コ
バ
ル
ト
を
は
じ

め
、
銅
、
リ
チ
ウ
ム
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

な
ど
の
鉱
物
資
源
が
豊
富
で
、
非
常
に

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
秘
め
た
国
で
す
。

１
９
６
０
年
に
ベ
ル
ギ
ー
か
ら
独
立

以
来
、
第
一
次
、
第
二
次
コ
ン
ゴ
戦
争

な
ど
、
国
内
紛
争
が
長
く
続
い
て
き
ま

し
た
。
２
０
０
３
年
に
暫
定
政
権
が
発

足
、
２
０
０
６
年
に
新
憲
法
下
で
初
の

民
主
的
な
大
統
領
選
挙
が
実
施
さ
れ
民

主
政
権
へ
移
行
し
、
現
在
は
平
和
と
安

定
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
一
方

で
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
国
民
の
社
会
・

経
済
状
態
に
も
影
響
を
与
え
て
お
り
、

１
人
当
た
り
Ｇ
Ｎ
Ｉ
は
５
２
０
米
ド
ル

（
世
界
銀
行
：
２
０
１
９
年
）と
ア
フ
リ

カ
に
お
け
る
最
貧
国
の
一
つ
と
も
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
コ
ン
ゴ
民
に
は
26

の
州
が
あ
り
ま
す
が
、
首
都
キ
ン
シ
ャ

サ
か
ら
自
動
車
で
ア
ク
セ
ス
可
能
な
州

は
６
州
に
限
定
さ
れ
、
そ
の
他
の
州
へ

の
移
動
に
は
飛
行
機
や
船
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
資
源
国
で
あ
り
な
が
ら
、
広

大
な
国
土
の
統
治
は
容
易
で
は
な
く
、

経
済
発
展
が
な
か
な
か
進
ま
な
い
と
い

う
の
も
こ
の
国
の
現
状
で
す
。

保
健
医
療
に
つ
い
て
も
課
題
は
多
く
、

保
健
医
療
人
材
不
足
、
未
整
備
な
保
健

イ
ン
フ
ラ
な
ど
医
療
水
準
は
総
じ
て
低

く
、
平
均
寿
命
は
近
年
延
び
て
き
て
い

る
も
の
の
60
・
37
歳
で
す
。
ま
た
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流
行
以
前

か
ら
新
興
再
興
感
染
症
の
頻
発
国
で
あ

り
、
エ
ボ
ラ
ウ
イ
ル
ス
病（
エ
ボ
ラ
出
血

熱
）が
初
め
て
確
認
さ
れ
た
国
で
も
あ
り

ま
す
。

筆
者
は
２
０
２
１
年
５
月
よ
り
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
保
健
人
材
開
発
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
フ
ェ
ー
ズ
３
長
期
専
門
家
と
し
て
コ

ン
ゴ
セ
ン
ト
ラ
ル
州
に
赴
任
中
で
あ
り
、

現
地
で
見
聞
き
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
や
現
地
の
様
子
に
つ

い
て
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

流
行
の
経
緯

２
０
２
０
年
３
月
10
日
コ
ン
ゴ
民
最

初
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
陽

性
例
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
最
初
の
症

例
は
キ
ン
シ
ャ
サ
に
お
け
る
欧
州
か
ら

の
輸
入
例
で
し
た
が
、
国
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対
策
組
織
が
つ

く
ら
れ
、
２
０
２
１
年
３
月
21
日
に
は

国
境
を
封
鎖
、国
際
線
を
含
む
キ
ン
シ
ャ

サ
発
着
の
全
航
空
便
が
運
行
停
止
と
な

り
ま
し
た
。
３
月
26
日
に
は
、キ
ン
シ
ャ

サ
の
中
心
部
に
あ
る
ゴ
ン
ベ
地
区（
政
治

な
ど
の
中
心
地
）が
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
と
な

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
制
限
が
設
け
ら
れ
る

な
ど
、
政
府
に
よ
り
迅
速
な
対
応
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

第
１
波
の
宣
言
後
、
２
０
２
０
年
６

月
の
ピ
ー
ク
時
に
は
月
間
新
規
症
例
数

が
合
計
３
９
２
６
件
ほ
ど
で
経
過
し
ま

し
た2)

。
９
月
に
第
１
波
が
落
ち
着
い
た

も
の
の
、
翌
10
月
以
降
に
新
規
発
生
件

数
が
増
加
し
、
再
び
感
染
状
況
が
悪

化
。
12
月
に
第
２
波
、
２
０
２
１
年
６

月
に
は
第
３
波
が
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
２
１
年
12
月
３
日
現
在
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ3)

の
報
告
に
よ
る
と
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
︱
19
の

確
定
症
例
数
は
累
計
５
万
８
３
１
９

件
、
合
計
死
亡
者
数
は
１
１
０
７
人
で

あ
り
、
世
界
の
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
︱
19
感
染

者
数
・
死
亡
者
数
と
比
較
し
て
も
、
コ

ン
ゴ
民
の
感
染
状
況
は
比
較
的
落
ち
着

い
て
い
る
印
象
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

２
０
２
１
年
11
月
よ
り
感
染
者
数
が
再

び
増
加（
１
日
１
０
０
件
以
上
程
度
）に

転
じ
て
お
り
、
さ
ら
な
る
感
染
拡
大
の

可
能
性
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
︱
19

感
染
予
防
対
策

コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
に
お
け
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

皆
河 

由
衣

国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
国
際
医
療
協
力
局　
看
護
師

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
保
健
人
材
開
発
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
フ
ェ
ー
ズ
３　
専
門
家（
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
）

外
国
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
対
策

第
7
回
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水
際
対
策
で
は
国
境
入
国
場
所
に
お

け
る
衛
生
管
理
強
化
、
入
国
72
時
間
以

内
に
実
施
さ
れ
た
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
陰
性

証
明
書
の
提
示
義
務
、
入
国
時
の
空
港

で
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査（
45
Ｕ
Ｓ
Ｄ
）が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
入
国
時
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
結
果
が
陰
性
で
あ
れ
ば
、
隔
離
期

間
な
く
活
動
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

国
内
移
動
に
つ
い
て
も
、
州
を
ま
た

ぐ
移
動
の
際
に
は
72
時
間
以
内
の
Ｐ
Ｃ

Ｒ
陰
性
証
明
書
の
携
行
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
こ
れ
ま
で
に
筆

者
が
州
間
移
動（
陸
路
）を
行
っ
た
際
に

証
明
書
の
提
示
を
求
め
ら
れ
た
こ
と
は

一
度
も
な
く
、
現
地
の
人
々
が
証
明
書

を
携
行
し
て
い
る
様
子
を
見
掛
け
た
こ

と
も
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
州
境
に

住
む
人
々
は
そ
の
日
の
生
計
を
立
て
る

た
め
、
ま
た
家
族
を
養
う
た
め
に
日
常

的
に
州
を
ま
た
い
で
経
済
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
移
動
の
た
め
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
は
有
料（
30
Ｕ
Ｓ
Ｄ
）で
あ
り
、
陸
路

で
州
を
ま
た
ぐ
た
び
に
検
査
を
受
け
る

の
は
経
済
的
側
面
か
ら
見
て
も
決
し
て

容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
２
０
２
０
年
12
月
に
は
第
２

波
を
受
け
、
夜
間
外
出
禁
止
令（
21
時

か
ら
翌
午
前
５
時
）が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
本
措
置
は
感
染
状
況
が
落
ち
着
い

た
こ
と
に
伴
い
、
２
０
２
１
年
８
月
14

の
せ
い
か
、
マ
ス
ク
へ
の
抵
抗
感
が
強

く
、
鼻
を
覆
え
て
い
な
か
っ
た
り
、
顎

マ
ス
ク
に
な
っ
て
し
ま
い
正
し
い
感
染

予
防
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が

非
常
に
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

２
０
２
１
年
７
月
ご
ろ
は
コ
ン
ゴ
セ

ン
ト
ラ
ル
州
で
も
マ
ス
ク
売
り
が
増
加

し
、
マ
ス
ク
を
装
着
す
る
人
が
増
え
た

印
象
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
最
近
は

「
も
う
コ
ロ
ナ
は
終
わ
っ
た
」「
私
た
ち
ア

フ
リ
カ
人
は
免
疫
シ
ス
テ
ム
が
強
い
か

ら
コ
ロ
ナ
に
は
か
か
ら
な
い
と
思
う
」と

い
う
声
も
聞
か
れ
、
街
中
で
マ
ス
ク
を

装
着
し
て
い
る
人
を
見
掛
け
る
こ
と
自

体
が
珍
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
現
地

の
方
々
が
大
切
に
し
て
き
た
日
常
生
活

や
文
化
的
背
景
の
中
で
、
感
染
予
防
の

た
め
に「
正
し
い
情
報
伝
達
」や「
制
限
や

抑
制
」を
行
う
こ
と
の
難
し
さ
を
実
感

し
て
い
ま
す
。

検
査
体
制
と

陽
性
患
者
入
院
受
け
入
れ

コ
ン
ゴ
民
に
は
、「
国
立
生
物
医
学
研

究
所
」（
Ｉ
Ｎ
Ｒ
Ｂ
）と
い
う
研
究
機
関
が

あ
り（
写
真
１
）、
２
０
２
０
年
２
月
に

は
、
日
本
の
無
償
資
金
協
力
で
建
設
し

た
バ
イ
オ
セ
ー
フ
テ
ィ
レ
ベ
ル
２
、３
の

実
験
室
を
含
む
新
施
設
が
完
工
し
ま
し

た
。
日
本
は
継
続
的
に
Ｉ
Ｎ
Ｒ
Ｂ
の
支

援
を
続
け
て

い
ま
す
。
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク

が
始
ま
っ
た

当
初
は
、
国

内
で
Ｃ
Ｏ
Ｖ

Ｉ
Ｄ
︱
19
の

検
査
を
実
施

で
き
る
唯
一

の
検
査
機
関

は
Ｉ
Ｎ
Ｒ
Ｂ

の
み
で
し
た

が
、
第
１
波

の
ピ
ー
ク
に

併
せ
て
、
キ
ン
シ
ャ
サ
に
７
か
所
、
他

州
に
８
か
所
、
合
計
15
か
所
の
追
加
検

査
施
設
が
装
備
さ
れ
ま
し
た4)

。
ま
た
、

感
染
が
疑
わ
れ
る
場
合
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

︱
19
検
査
は
誰
で
も
無
料
で
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
が
、
旅
行
者
向
け
の
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
は
有
料
で
す
。

コ
ン
ゴ
セ
ン
ト
ラ
ル
州
で
は
、
地
域

住
民
が
最
も
利
用
す
る
第
１
次
医
療
施

設（
保
健
セ
ン
タ
ー
や
保
健
ポ
ス
ト
な

ど
）に
お
い
て
、
迅
速
診
断
テ
ス
ト（
抗

原
検
査
）に
よ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
診
断
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

州
内
に
はGeneX

pert

が
10
台
設
備
さ

れ
て
お
り
、
迅
速
診
断
テ
ス
ト
が
陰
性

で
も
症
状
を
認
め
る
場
合
に
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ

日
よ
り
一
部
制
限
緩
和（
23
時
か
ら
翌
午

前
４
時
）へ
変
更
さ
れ
た
も
の
の
現
在
も

継
続
中
で
す
。

感
染
拡
大
対
策
と
し
て「
集
会
や
社
会

生
活
」を
制
限
す
る
措
置
も
取
ら
れ
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
自
宅
以
外
の
公
共
の

場
に
お
け
る
20
人
以
上
の
集
合
や
祝
い

事
の
禁
止
、
市
場
入
場
の
際
の
検
温
・

手
洗
い
・
マ
ス
ク
着
用
の
義
務
化
、
葬

儀
の
制
限
や
通
夜
の
禁
止
、
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
の
推
進
、
教
会
・
礼
拝
所
に
お

け
る
収
容
者
数
上
限
に
応
じ
た
礼
拝
参

加
者
の
抑
制
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
コ
ン

ゴ
民
に
お
い
て「
葬
儀
」は
大
変
重
要
な

儀
式
で
あ
り
、
故
人
を
知
る
親
族
、
知

人
が
大
勢
集
ま
り
葬
儀
が
執
り
行
わ
れ

ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
葬
儀
列
席

者
の
人
数
制
限
が
設
け
ら
れ
て
い
る
も

の
の
、
コ
ン
ゴ
セ
ン
ト
ラ
ル
州
に
あ
る
遺

体
安
置
所
の
前
は
、
連
日
故
人
を
し
の

ぶ
人
々
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
遠
目
に

見
る
と
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
の
よ
う
な
人

だ
か
り
で
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス

は
保
た
れ
ず
、
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
い

る
人
も
ほ
と
ん
ど
見
掛
け
ま
せ
ん
。
日

本
で
は
風
邪
予
防
や
花
粉
症
な
ど
で
日

常
的
に
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
人
も
多
い

で
す
が
、
コ
ン
ゴ
民
を
は
じ
め
ア
フ
リ

カ
諸
国
に
お
い
て
は
マ
ス
ク
を
着
用
す

る
文
化
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
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検
査
に
て
診
断
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
陽
性
患
者

院
受
け
入
れ
体
制
強
化
の
た
め
、
州
政

府
よ
り
州
内
の
医
療
施
設
へ
コ
ロ
ナ
陽

性
患
者
隔
離
病
室
の
確
保
が
要
請
さ
れ

ま
し
た
。
州
内
の
リ
フ
ァ
ラ
ル
病
院
で

は
、
病
院
の
敷
地
内
に
あ
る
既
存
の
建

物
な
ど
を
活
用
し
て
病
棟
再
編
成
を
行

い
、
隔
離
用
病
棟
を
設
置
す
る
な
ど
し

て
コ
ロ
ナ
陽
性
患
者
受
け
入
れ
の
対
応

を
行
っ
て
い
ま
す（
写
真
２
）。
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
が
陽
性
の
場
合
、
無
症
候
者
や
軽

症
者
は
基
本
的
に
自
宅
隔
離
・
療
養
と

な
り
ま
す
が
、
呼
吸
器
症
状
が
あ
る
場

合
に
は
隔
離
病
棟
へ
入
院
適
応
と
な
り

治
療
が
行
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

医
療
水
準
が
大
変
低
く
、
州
内
の
病
院

に
は
人
工
呼
吸
器
な
ど
の
設
備
が
不
十

分
の
た
め
、
酸
素
投
与
に
よ
る
治
療
が

中
心
と
な
る
よ
う
で
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種

２
０
２
１
年
３
月
に
コ
ン
ゴ
民
の
キ

ン
シ
ャ
サ
に
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ａ
Ｘ（
途
上
国
な
ど

に
ワ
ク
チ
ン
を
分
配
す
る
国
際
的
な
枠

組
み
）を
通
じ
て
１
７
０
万
回
分
以
上
の

ア
ス
ト
ラ
ゼ
ネ
カ
社
製
の
ワ
ク
チ
ン
が

到
着
し
、
２
０
２
１
年
４
月
19
日
か
ら

予
防
接
種
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

最
初
は

医
療
従
事

者
、
55
歳

以
上
の
高

齢
者
、
腎

臓
病
、
高

血
圧
、
糖

尿
病
な
ど

の
重
篤
な

健
康
状
態

に
あ
る
人

を
含
む
人
口
の
20
％
へ
の
ワ
ク
チ
ン
優

先
接
種
を
目
標
に
設
定
し
て
い
ま
し
た

が
、
コ
ン
ゴ
民
も
他
の
ア
フ
リ
カ
諸
国

と
同
様
に
ワ
ク
チ
ン
忌
避
が
多
く
、
想

定
通
り
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
み
ま
せ

ん
で
し
た
。
最
終
的
に
政
府
は
ワ
ク
チ

ン
１
７
０
万
回
分
の
う
ち
１
３
０
万
回

分
を
返
還
し
、
他
の
ア
フ
リ
カ
諸
国
に

再
分
配
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

コ
ン
ゴ
セ
ン
ト
ラ
ル
州
で
は
、
２
０
２ 

１
年
６
月
25
日
よ
り
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

開
始
さ
れ
、
11
月
現
在
計
１
万
５
５
５ 

９
名（
う
ち
医
療
従
事
者
２
８
２
９
名
）

が
１
回
目
の
接
種
を
終
え
て
い
ま
す
。

接
種
に
携
わ
る
現
地
職
員
ら
に
よ
る
と
、

接
種
開
始
当
初
は
、「
ワ
ク
チ
ン
に
よ
り

死
亡
す
る
」「
新
し
く
開
発
さ
れ
た
ワ
ク

チ
ン
だ
か
ら
接
種
し
た
く
な
い
」「
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
他
の
国
の
病
気

で
あ
っ
て
、
私
た
ち
コ
ン
ゴ
民
の
人
間

が
罹り

患か
ん

す
る
病
気
で
は
な
い
」「
暑
い
国

で
は
流
行
し
な
い
。
寒
い
国
で
起
こ
る

病
気
だ
」等
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
や
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る
地
域

住
民
の
正
し
い
理
解
が
得
ら
れ
ず
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
推
奨
に
苦
労
さ
れ
た
そ
う

で
す
。
コ
ン
ゴ
民
で
は
国
民
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
推
奨
す
べ
く
、
あ
ら
ゆ
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル（
例
：
テ
レ

ビ
、
ラ
ジ
オ
、
教
会
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

リ
ー
ダ
ー
）を
用
い
た
啓
発
活
動
が
行
わ

れ
、
最
近
で
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
希
望
者

が
増
加
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
２
０
２
１
年
12
月

初
旬
ま
で
に
ワ
ク
チ
ン
を
少
な
く
と
も

１
回
接
種
し
た
人
は
、
人
口
の
０・２
％5)

と
か
な
り
低
い
状
況
で
す
。
サ
ブ
サ
ハ

ラ
ア
フ
リ
カ
最
大
級
の
国
土
面
積
を
持

つ
こ
の
国
に
お
い
て
、
慢
性
的
な
貧
困
、

限
ら
れ
た
イ
ン
フ
ラ
、
繰
り
返
さ
れ
る

武
力
紛
争
、
ワ
ク
チ
ン
を
含
む
正
し
い

情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
低
さ
な
ど
、
ワ

ク
チ
ン
普
及
に
向
け
た
障
壁
は
ま
だ
ま

だ
多
い
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

最
後
に

２
０
２
０
年
３
月
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

以
降
、
コ
ン
ゴ
民
で
は
比
較
的
迅
速
に

さ
ま
ざ
ま
な
感
染
拡
大
・
予
防
の
た
め

の
政
策
が
行
わ
れ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
爆
発
的
な
感
染
抑
止
に
成
功
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

初
症
例
発
見
後
、
政
府
に
よ
る
迅
速
な

対
応
が
行
わ
れ
た
の
は
、
こ
れ
ま
で
コ

ン
ゴ
民
が
数
々
の
感
染
症
の
脅
威
を
乗

り
越
え
て
き
た
経
験
が
活
か
さ
れ
て
い

る
か
ら
こ
そ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

コ
ン
ゴ
民
の
よ
う
に
貧
困
か
つ
医
療

体
制
・
医
療
シ
ス
テ
ム
が
脆ぜ

い

弱じ
ゃ
く

な
国
に

お
い
て
は
、
感
染
予
防
対
策
が
最
も
重

要
で
す
。
一
方
で
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
の

た
め
に
社
会
経
済
的
な
制
約
が
課
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
人
々
の
日
常
生
活
に

も
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
が
及
ん
で
い
ま
す
。

世
界
的
に
新
変
異
株
が
拡
大
し
つ
つ

あ
る
今
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
リ
ス
ク
と
社
会
経
済
的
リ
ス
ク
の
双

方
が
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
さ
れ
、
か
つ
て
の

日
常
の
よ
う
に
、
人
々
が
安
寧
の
下
、

生
活
で
き
る
日
が
来
る
こ
と
を
心
か
ら

願
っ
て
い
ま
す
。
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